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 放射性物質の体内摂取に伴う生体汚染に関する長期観察について
 生体が放射性物質(.以'ドRエと略'ナ)を摂取する危険は,とくに最近,核爆発実験に基く大
 気汚染によって,高められつ㌧あるが,一方,RIの産業面での利用,あるいは医学分野での
 応用看ど油用の普遍化されるに伴って・・吾人のこれに接する機会も漸次に多くなる繊勢にある。
 これら¢)Rエのうち,物理的半滅期の長い90Srは親石性元素に鵜して1ヒ学的にCaと随
 1判生をもつ。主として骨などの硬組織に沈着する事から造血厳器などに対する障害が最も懸念
 されている。口腔は顎骨,歯牙を構成王体とするので・90Srの沈着,障害の場として・そ
 の危険が濃厚にせられる領域といえる。著者は,この点の遣求をラットについて実験し,微量
 9.寸～0.5μ脆の90Srを投与したのち7可及的長期(4マ～686日)観察を志した。
 本1論文は翻猛り,鞘痛では乙h,らうヅト確緻渇長期経過後の各臓器90s敬射能分布を検索し・
 その90Sr汚染の状態を明かにすると同時に,生体内90Srの長期間にむける動態を考察
 した。
 ずなわち,各説器にかける90Sr分布は!骨歯などの硬組織に極めて高値に認め,しかも
 6ケ月以上を経過してのちも高濃慶蓄積の維持されている專が分つた。骨組織のうち顎骨が最
 高個を示したが,この理由として歯牙の存在のためと解した。歯牙の90Sr密度は骨と同程.
 産であクたが,切歯と臼歯とでは,臼歯の方が高値にあり・従来の報告成績と逆の関係がみら
 量・した。この逆転現象は観察期間の差に基くと解され・本実験の如き長期観察によって始めて明
 かになざれ得たものを考えた。すなわち,切歯の値は時日経過檸津って漸減していくが・臼歯
 では逆に増量傾向を示して長期の後π嚇極めて高値にみられ,なかこの傾向はより長期の経
 過によって,一層に明確にされるところであった。こ.＼に臼歯の臓器特質が表わされていると
 考えた。軟部藏罷では,約6ケ月後においても微量乍ら放射機能残存を認め・とくに子宮では
 他に1。窒る高値が示された。この事実は胎児,産仔への9DSr移行の可能性を教え・それらの
 90Sr汚染の危険を頚椎させた。一般的に,臓器内90Sr分布量は投与されたRエの竜に
 比例してみられた。また切歯の成績から,骨などπ蓄積した90Srは絶えず動員され・他磁
 器に移行'していく懸が推…測された。
 第二篇でけ,妊娠した母体が90Srレτ汚染された場合の胎仔・産仔への90Sr移動につ
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 いて追求した。すなわち,ラットに90Sr着一〇.り～ロ.5μ?/・'茹るデ片・.4春私胎仔産仔の
 90Sr分布を検索して,母子相互の汚染関係を調べた。その結果、90Srは母体から経
 胎盤性に胎児,産仔に移行し,これによって産仔の90Sr汚染が招来される。しかもこの'
 汚染は次の世代の孫仔にもみられ,累代性に移行されることが判明した。この胎仔,産仔の
 90Sr汚染は母体の汚染度に比例し,90Sr摂取量が多いほど仔の汚染度が高まること,
 寿,虹びR工摂取から妊娠・分娩迄の期間が短いほど,仔の汚染度がつよくなることが分つた。
 この産仔の90Sr汚染は生下後の生涯に影響しつづけることが推測された。
 第三篇では,90Srの母体からの経乳汁性移行の有無を追求し哺乳条件と仔の汚染度との
 関係を検討してみた。すなわち,90Srに汚染した母体からの娩出仔と,全く汚染されてい
 ない母体からの仔とを,それぞれ同匹づつ交換し,それぞれを異母乳によって5週間,哺育さ
 せたのち,仔獣の放射能を調べて哺乳条件による汚染の変化を検討した。
 その結果,9GSr母乳でそのま＼哺育された90Srの仔は生下時の値よりも,体内90
 Sr全体量が甚しく増加して,その1.5倍に達した。正常の母から生れて9自Sr母乳により
 哺育された仔は,先天的汚染がなかったにも係らず,前者の90Sr仔と変らない高汚染度を
 示し,哺乳による90Sr移行の絶大であることを裏書蓉した。これに反して}先天的に汚染
 のあった仔で正常の非汚染母乳によって哺育されたものは}前二者の%程度にしか認められず・
 しかも90Sr仔が生下時に保有していた値よりも低い成績を示した。このことは先天的に汚
 染をうけていても,正常乳によって哺育せられるを・体内90Sr量が著し(減少されるとと
 を明示した。
 疫た,同一分娩仔について,哺乳期間を異にして観察すると,哺乳期間の延長されるに従っ
 て1仔の汚染慶が高まろことが判明した。
 この乳汁移行の場合も7先に産仔移行でのべた如く,哺乳仔の90Sr汚染は,母体の汚染
 状態と比周1」し,母1∫kの90Sr摂取量〃τ応じて高慶となり,また母体のR工摂取と分娩迄の期
 間が短ぐなるほど母乳を介しての移行量が大きくなることが分つた。
 上述の実譲結果から90Srの経口的摂取の場合においても,こ.れが持続的に行われる事は・
 その蓄積1§1を漸増させる結果となることをつよく示した。またgosr実験を通じても,極め
 て一般的な問題ではあるが,哺乳期にかける哺乳条件が,その仔にとって極めて重要な意味を
 もち,かつそ・の時の影響が生涯にも関係していぐことを,最も的確に示したものと考える。
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 審査結果の要旨
 体外照射による放射線障害に関しては・昔から数多(の報告があるか・最近は核藤発実験による
 大気汚染や・Rエの産業あるいは医学への飛躍的左利用度の向上に伴准って,生体汚染の問題が極
 めて重視されている。Rエの中でも半減拗の長い90Srは骨あるいは歯牙などの硬組織に長(沈着
 するので・歯学の場;から重視すべきR工に属する。
 そこで・著者はα1乃至α3μc/の卯Srをラントに皮下注射により投与し,686日間に9
 及ぶ長期の観察を行なって,主として歯牙に及ぼす影響と姙娠した母体に摂取された90Srの胎仔
 産仔への影響、及び90Srによって汚染盲れた母乳の仔への影響とを観察L.た。
 ラットの各厳器をとり出し湿式灰化法により計測すると,90Srの体内分布は軟組織よりも硬組
 織にはるかに多く摂取されてむり.硬組織の中では歯牙をふぐんだ下顎に多い。歯牙のうちで切歯
 と臼歯とでに従来短期間の籔察によれば、切歯の方にはるかに多(の賄Srが摂取されるといわれ
 ていたが・著者は約10D日前後では・切歯と臼歯とのR工の摂取最に差がか(なり,160日以
 上ではかえって臼歯が切歯よウも多ぐの諏Srを蓄積し・686日後のものでは臼歯は切歯の約5
 倍位から8倍位の値を示めすとし(う新知見を得た。
 翼臨姙娠した母体か90翫によって汚染された場合には,gnSrは母体から経胎盤性に胎児,
 ∫夢仔・に醜行し・更には係仔にも90Srが移行蓄積されることを証明した。
 9触rによって汚染された母体からの経乳汁性移行の有無を追求した。哺乳条件と仔の汚染度と
 の関係については・卯Srによって汚染ざれた母から生れた仔はその母乳によって哺育されるどと
 によ凱生下時の値よウも体内の9引Sr量が増加し,約1、5倍の値を示した。正常の母から生れた
 仔は9ρ3rによって汚染された・母乳により哺育されると、前者の仔と裳らない汚染度を示した。又
 先天的に90srにより汚染された仔が,正常の非汚染母乳によって哺育された場合は,体内の99Sr
 重はいちじるし(誠、少すること乞証.明した。
 以上の業績は充分博士号に値するも吐考える,,
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